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   『お節料理贈呈事業』を実施！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 
          

１２月３０日、町内にお子さんが居住していない７０歳以上で一人暮らしの方・８０歳以上の夫婦世

帯を対象に、孤独感をなくし新年を明るく迎えていただけるよう、町民の皆様から寄せられた歳末たす

けあい運動の一環として、真心のこもった「お節料理」を贈呈いたしました。 

 

 

        「誰もが、いつまでも安心して生活できる地域」を目指して!! 

 

 
                           ＴＥＬ 0167-39-7711／ＦＡＸ 0167-52-3711 
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平
成
二
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
て 

      
 
 

南
富
良
野
町
社
会
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祉
協
議
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岩 

永 

廣
一
郎 

  

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
穏
や
か
な

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

昨
年
中
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
対
し
ま
し

て
は
大
変
厳
し
い
環
境
の
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
町
行
政

を
は
じ
め
、
議
会
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
に
は
特
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
今
年

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
諸
事
業
を
概
ね
遂
行
す
る
こ
と

が
で
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

特
に
、
十
二
月
六
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
第
十
二

回
を
数
え
た
社
会
福
祉
大
会
「
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」

「
心
豊
か
で
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

す
、
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し
、
数
多
く
の
町
民
の
皆
様

方
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
地
域
住
民
の
皆
様
方
と
の
協

働
事
業
を
盛
会
裏
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
て
関
係
者
と
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
、

心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
当
協
議
会
は
、
平
成
四
年
四
月
か
ら
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
地
域
福
祉
の
発
展
向
上
に
努
め
て
き
て
二
十

二
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
近
年
の
社
会
情
勢
や
生
活

環
境
の
変
化
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
福
祉
は
ま
す
ま
す
多

岐
に
わ
た
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
高
齢
者
・
幼
児
・
児
童
・
障
が
い
者
に
対

す
る
地
域
福
祉
社
会
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の

か
、
当
協
議
会
の
役
割
・
活
動
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

 

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
地
域
住
民
、

行
政
と
協
働
で
策
定
し
た
「
第
二
次
な
ん
ぷ
思
い
や
り

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
生
活
場
面
で
起
り
う
る
課
題
に

対
応
で
き
る
地
域
づ
く
り
、
住
民
相
互
の
新
た
な
支
え

合
い
活
動
を
支
援
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
絆
を
強
め
な

が
ら
「
誰
も
が
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
」
の
構
築
を
目
指
し
て
参
る
こ
と
を
基
本
方
針
と

い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
生
活
を
支
え
る
権
利
擁
護
事

業
や
認
知
症
ケ
ア
事
業
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
サ
ロ
ン

活
動
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
等
の
充
実
を
図
り
、

地
域
包
括
シ
ス
テ
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

今
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
年
金
、
医
療
、

介
護
な
ど
の
社
会
保
障
費
が
増
加
し
、
そ
の
対
策
に
、

国
で
は
様
々
な
分
野
の
議
論
が
さ
れ
て
、
社
会
全
体
が

全
く
先
の
見
え
な
い
時
代
を
迎
え
、
生
活
環
境
が
ど
う

変
化
し
て
い
く
の
か
注
視
し
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
い
つ
の
時
代
に
も
変
わ
ら
な
い
の
は
地
域
の
皆

様
方
の
幸
せ
を
守
っ
て
い
く
姿
勢
で
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
守
る
た
め
の
事
業
推
進
に
欠
か
せ
な
い
の

は
、
住
民
皆
様
と
共
に
身
近
な
生
活
課
題
へ
の
取
り
組

み
、
地
域
支
え
合
い
づ
く
り
、
共
生
・
協
働
体
制
の
充

実
強
化
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

社
会
福
祉
協
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
厳
し
い
環

境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
様
が
、
心
豊
か

で
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
課

せ
ら
れ
た
役
割
を
き
ち
ん
と
認
識
し
て
、
役
職
員
一
丸

と
な
り
、
総
合
的
な
地
域
福
祉
の
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
と
積
極
的
な
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
今
年
も
引
き
続
き
、
ご
指
導
、
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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12月6日（土）、保健福祉センターみなくるにおいて、南富良野町社会福祉協議会主催の「第12回南富良野町社会
福祉大会」を開催いたしました。当日は約230名が参加し、盛会に開催できましたことを心より感謝いたします。 
大会オープニングは、合唱サークル「ゆかいな仲間の合唱団」により「大地讃頌」、「若者たち」の2曲が披露され、

開会となりました。 
式典では、南富良野町社会福祉協議会長 岩永 廣一郎の式辞に続き、

永年にわたり社会福祉に貢献された方 へ々の表彰、社会福祉功労者・社
会福祉奉仕団体に対しての感謝状の贈呈を行い、日頃の活動に対し感謝
の意を表しました。 
講演会では、けん三のことば館クリニック 下田 憲院長から「～生

きよ 生きよの こえがきこえる～」と題して、通院される方々 とのふ
れあいや下田院長が書く言葉本来の重みなどを話され、参加者は熱心に
講演に耳を傾けていました。 
午後からは、認知症サポーターの会「笑・笑・笑（わっ・は・は）」に

より、わかりやすく認知
症を理解してもらうための寸劇「身近な人が認知症になったら」が披
露され、会場からは拍手や笑いが起こっておりました。 
寸劇終了後は、障害者の教育と就労の問題を描いたアニメ映画「明

日の希望‐悲しみよありがとう 高江常男物語」を上映しましたが、
会場の参加者は、大きな障がいを克服し努力した姿に感銘し、見入っ
ておられました。 
また、会場ロビーでは、婦人団体連絡協議会のフリーマーケットを

はじめ、からまつ園・こざくら園・なんぷ香房の皆さんによる売店や
小学生、中学生、高校生たち手作りの、地域福祉活動や福祉学習を紹
介する展示作品コーナーも設置し、大会を盛り上げていました。 

 
(以下順不同 敬省略) 

○社会福祉関     河 原 澄  和（社会福祉法人 南富良野大乗会 監事） 
係団体役員     山 西 春  美（社会福祉法人 南富良野大乗会 監事） 

大 居 喜久子（社会福祉法人 南富良野大乗会 評議員） 
大 居 政  則（社会福祉法人 南富良野大乗会 評議員） 
曽 慶 乙 公（社会福祉法人 南富良野大乗会 評議員） 
清 水 一 文（社会福祉法人 南富良野町社会福祉協議会 理事） 
武 田 正 明（社会福祉法人 南富良野町社会福祉協議会 評議員） 
高 岡 泰 彦（社会福祉法人 南富良野町社会福祉協議会 評議員） 
下 田 雄一郎（社会福祉法人 南富良野町社会福祉協議会 評議員） 
高 橋 逸 郎（社会福祉法人 南富良野町社会福祉協議会 評議員） 

○社会福祉関     小 川 智 絵（社会福祉法人 南富良野大乗会 一味園 総務係長） 
係団体職員     渡 邊 容 子（社会福祉法人 南富良野大乗会 一味園 介護係長） 

笠 原 純 江（社会福祉法人 南富良野大乗会 一味園 介護主任） 
馬 場 由 紀（社会福祉法人 南富良野大乗会 一味園 介護主任） 
五日市 かよ子（社会福祉法人 南富良野大乗会 一味園 介護員） 
坂 井 ふじえ（社会福祉法人 南富良野大乗会 一味園 介護員） 
佐 藤 いづみ（社会福祉法人 南富良野大乗会 一味園 介護員） 
高 橋 信 子（社会福祉法人 南富良野大乗会 一味園 介護員） 
石 川 律 子（社会福祉法人 南富良野大乗会 一味園 看護師） 
一 家 照 恵（社会福祉法人 南富良野大乗会 一味園 調理員） 
澤 井  聖 （社会福祉法人 南富良野大乗会 からまつ園 主任生活支援員） 

○保育所           今 野 百合香（保育士）、伊 藤 美 幸（保育士）、石 和 美由紀（保育士）、 
水 口 さおり（保育士）、磯 江 みゆき（保育士） 

○単位老人クラブ   菊 池 富 夫（北落合）、松 原  忠 （落 合）、千 葉 智 子（落 合）、 
浅 野 千代子（幾 寅）、池 内 光 枝（幾 寅） 

○赤十字奉仕団    須 藤 良志恵（南富良野町赤十字奉仕団 監事） 
○母子会        仁 和 悦 子（南富良野町母子会 監事） 
          
          
○社会福祉功労者   長 山 善多加（帯広市）、佐 藤 圭 子（幾 寅）、三 橋 基 晴（幾 寅） 
○社会福祉奉仕団体  陸上自衛隊上富良野駐屯地第4特科群第１３１特科大隊南富良野町協力会 

陸上自衛隊上富良野駐屯地第4特科群第１３１特科大隊 
からまつ園 あおぞらの会、こざくら園 虹の会 
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第 12 回南富良野町社会福祉大会 



社  
 
 
 

12月26日（金）、保健福祉センターみなくるにおいて、ボラ 

ンティアルーム冬休み特別企画として「ジャンボ海苔巻き作り 

に挑戦！！」を開催しました。               

ボランティア活動の推進と異世代交流を大きな目的として開 

催しましたが、子どもからお年寄りまで総勢約７０名が参加し 

約２０メートルの海苔巻き作りに挑戦しました。       

みんなで声を掛け合いながら完成した海苔巻きを持ち上げて 

記念撮影した後は、いなり寿司作りにも挑戦し、昼食としてみ 

んなで、おいしくいただきました。             

昼食後は、町内から集まったたくさんのエコキャップやリン 

グプル選別のボランティアを行っていただきました。           

  参加されたみなさんご協力ありがとうございました。         
 

ちびっ子スキー教室を開催します！ ※参加者募集中 
 
社会福祉協議会では、スキー連盟とスキー指導員協議会協力 

のもと、今年の４月に町内の小学校に入学予定の子どもを対象 
として、「ちびっ子スキー教室」を開催いたします。 

詳しい日時や場所などは、下記のとおりですので、多くのお 

子さんの参加をお待ちしています。 

日 時：平成２７年２月７日（土）、１４日（土） 

     ９時３０分～１１時３０分 

     ※１日だけの参加も可能です。 

 場 所：国設南ふらのスキー場（９時００分にスキー場ロッジ集合） 

内 容：１対１でお子さんにスキーの楽しさと安全な乗り方を教えます。 

持ち物：スキー用具一式 

その他：参加費無料。暖かい服装で参加してください。 

締 切：平成２７年１月３０日（金）までに社会福祉協議会（☎ ３９－７７１１）までお申込みください。 

 社協へのあたたかいご寄付ありがとうございます 
千葉県 西 川 和 人 様   200,000 円   故 西川 ため様ご生前のご厚志に対するお礼として 

 幾 寅  高 橋 正 子     様         5,000 円   社会福祉協議会運営のために 

幾 寅 後 藤 治 子 様     3,000 円   社会福祉協議会運営のために 

幾 寅 幾 寅 婦 人 会 様    14,135 円   南富良野町社会福祉大会フリーマーケット益金として 

 下金山 (株)永井工務店 様   100,000 円   社会福祉協議会運営のために 

幾 寅 山 下 恵 子 様   100,000 円   故 山下 勲様ご生前のご厚志に対するお礼として 

幾 寅 城 丸 ト シ 子 様   100,000 円  故 城丸 清様ご生前のご厚志に対するお礼として 

幾 寅 下 家 キ ク エ 様  100,000 円   故 下家義雄様ご生前のご厚志に対するお礼として 

      匿   名        10,000 円   社会福祉協議会運営のために 

                              （平成 27 年 1 月 8日 現在） 

社協のホームページを作成しました。社協の情報等を掲載しておりますので、ぜひご覧ください。 

ＵＲＬ http://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/minamifuranoshakyo/  

‐３‐ 

ボランティアルーム冬休み特別企画を実施しました！！ 

「ジャンボ海苔巻き作りに挑戦！！」 


